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年
頭
の
挨
拶 

茅
ヶ
崎
郷
土
会 

会
長 

 

青
木
昭
三 

 

謹
ん
で
新
春
の
御
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
壮
健
に
て
よ
い
お
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
推
察
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
新
年
に
あ
た
り
昨
年
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
総
会
前
の

大
岡
越
前
祭
に
「
大
岡
越
前
守
遺
跡
写
真
展
」
の
開
催
、
秋
の
文
化
祭
に
は

「
相
模
国
の
修
験
道
の
聖
地
を
訪
ね
て
」
の
写
真
展
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

ど
ち
ら
も
盛
会
裡
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

 

史
跡
巡
り
と
勉
強
会
も
年
間
の
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
し
、
参
加
者

も
増
加
し
、
一
般
市
民
か
ら
も
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
茅
ヶ
崎
市
郷
土
芸
能
大
会
も
第
四
十
四
回
を
迎
え
、
十
一
月
二
十

七
日
に
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
郷
土
会
の
理
事
が
全
面
的
に
協
力
し
盛

会
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
も
ひ
と
え
に
役
員
理
事
の
方
々
の
お
骨
折
り
の
た
ま
も
の
で
あ
り
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。 

 
本
年
も
昨
年
に
倍
し
ご
指
導
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

以
上
は
な
は
だ
簡
単
で
す
が
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 
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日本の空を駆ける茅ヶ崎郷土会でありますように  願いを込めて 
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「
史
跡
め
ぐ
り
」
は
茅
ヶ
崎
郷
土
会
の
主
要
事
業
の
一
つ
で
す
。
都
合
で
順

番
を
変
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ひ
と
月
お
き
に
市
内
め
ぐ
り
と
市
外
め
ぐ

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

市
外
め
ぐ
り
の
二
十
七
年
度
は
「
相
模
国
修
験
道
の
聖
地
を
訪
ね
て
」
を
テ

ー
マ
に
大
山
、
箱
根
、
八
菅
神
社
（
愛
川
町
）
、
量
覚
院
（
小
田
原
市
）
な
ど
を

め
ぐ
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
「
相
模
の
も
の
の
ふ
た
ち
」
を
テ
ー
マ
に
衣
笠
城

址
（
横
須
賀
市
）
、
城
願
寺
・
石
橋
山
（
湯
河
原
町
・
小
田
原
市
）
な
ど
を
め
ぐ

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
市
外
史
跡
め
ぐ
り
は
平
成
二
十
八
年
十
二
月
ま
で
に
二
七

七
回
を
数
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
市
外
め
ぐ
り
で
勉
強
し
た
こ
と
を
、
秋
に
行

わ
れ
る
茅
ヶ
崎
市
文
化
祭
に
展
示
し
公
開
す
る
こ
と
を
数
年
続
け
て
い
ま
す
。 

こ
こ
に
特
集
を
組
ん
で
、
「
三
浦
一
族
と
衣
笠
城
址
」
（
二
七
五
回 

七
月
実

施
）
と
「
土
肥
実
平
と
石
橋
山
」（
二
七
六
回 
九
月
実
施
）
の
様
子
と
、
参
加

者
の
文
章
を
掲
載
し
ま
す
。
同
行
の
際
の
喜
び
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

を
読
ま
れ
て
、「
自
分
も
行
っ
て
み
た
い
」
と
思
わ
れ
る
方
が
現
れ
る
と
い
い
な

あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
編
集
員
一
同
の
願
い
で
す
。 

会
員
外
の
参
加
も
歓
迎
で
す
。
今
後
の
予
定
は
最
終
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。 

 

  

第
二
七
五
回
史
跡
め
ぐ
り 

 

平
成
二
十
八
年
七
月
五
日
（
火
）
参
加
者 

十
六
名 

相
模
の
も
の
の
ふ
た
ち
（
№
２
） 

 

衣
笠
城
址
と
三
浦
一
族
（
横
須
賀
市
） 

西 
 

輝 

幸 

 

今
回
は
横
須
賀
市
衣
笠
の
衣
笠
城
跡
や
三
浦
一
族
ゆ
か
り
の
社
寺
を
巡
っ
た
。

三
浦
一
族
は
桓
武
平
氏
の
子
孫
、
村
岡
為
通
が
源
頼
義
に
従
い
、
前
九
年
合
戦

（
一
〇
五
一
～
一
〇
六
二
）
に
参
戦
し
、
そ
の
恩
賞
と
し
て
与
え
ら
れ
た
所
領

の
地
名
を
氏
と
し
、
名
乗
っ

た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。 

 

三
浦
氏
は
為
通
（
諸
説
あ

り
）━

為
継━

義
継━

義
明

━

義
澄━

義
村━

泰
村
と

七
代
続
い
た
が
、
宝
治
元
年

（
一
二
四
七
）
、
泰
村
が
北

条
時
頼
と
の
勢
力
争
い
に

敗
れ
、
一
族
郎
党
五
百
余
名

と
鎌
倉
の
法
華
堂
で
自
害

し
て
滅
び
た
。 

 

茅
ヶ
崎
駅
か
ら
電
車
に

乗
り
、
大
船
駅
で
横
須
賀
線

に
乗
り
換
え
て
衣
笠
駅
で

下
車
。
最
初
に
行
く
衣
笠
城

跡
は
急
な
坂
道
が
あ
り
、
暑

さ
も
考
慮
し
て
駅
前
か
ら

タ
ク
シ
ー
に
分
乗
し
た
。
①

衣
笠
城
跡
は
城
跡
と
い
っ
て
も
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
山
城
（
や
ま
じ
ろ
）
で
、

石
垣
や
天
守
閣
は
な
い
。
こ
の
城
は
源
頼
義
に
従
っ
て
前
九
年
の
役
に
出
陣
し

た
村
岡
平
太
夫
為
通
が
、
戦
功
に
よ
っ
て
所
領
と
し
た
三
浦
の
中
心
地
で
あ
る

要
害
堅
固
の
こ
の
地
に
、
康
平
年
間
（
一
〇
五
八
～
一
〇
六
四
）
に
築
城
さ
れ
、

以
後
、
為
継
・
義
継
・
義
明
の
四
代
に
わ
た
り
三
浦
半
島
統
治
の
中
心
で
あ
っ

た
。
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
八
月
、
源
頼
朝
の
旗
揚
げ
に
呼
応
し
、
こ
の
城

に
平
家
側
の
大
軍
を
迎
え
、
そ
の
攻
防
戦
は
「
衣
笠
合
戦
」
と
し
て
名
高
い
。

攻
防
一
日
、
戦
況
の
不
利
を
悟
っ
た
義
明
は
、
わ
が
子
義
澄
に
生
き
延
び
て
頼

朝
に
忠
誠
を
尽
く
す
よ
う
勧
め
、
安
房
に
脱
出
さ
せ
、
自
身
は
こ
の
城
で
討
ち

死
に
し
た
。 

現
在
あ
る
衣
笠
城
跡
は
そ
の
後
、
宿
敵
北
条
氏
に
対
抗
す
る
た
め
、
鎌
倉
時

特
集 

茅
ヶ
崎
郷
土
会
の
史
跡
め
ぐ
り 
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代
後
期
に
大
改
造
さ
れ
た
。
そ
の
後
三
浦
氏
は
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）
鎌
倉

で
滅
ぼ
さ
れ
た
。
衣
笠
城
跡
は
昭
和
四
十
一
年
六
月
、
横
須
賀
市
指
定
史
跡
に

な
っ
て
い
る
。 

城
跡
内
に
大
き
な
物
見
岩
が
あ
り
、
大
正
八
年
、
こ
の
岩
の
下
か
ら
、
経
筒

そ
の
他
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
少
し
下
が
る
と
②
大
善
寺
が
あ
る
。

曹
洞
宗
で
金
峯
山
不
動
院
大
善
寺
と
称
す
。
僧
行
基
が
天
平
元
年
（
七
二
八
）

に
建
て
た
。
本
尊
は
箭
取
（
や
と
り
）
不
動
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
行
基
に

よ
っ
て
開
か
れ
、
衣
笠
城
の
重
要
な
生
活
用
水
の
泉
が
不
動
井
戸
と
呼
ば
れ
、

同
じ
境
内
に
あ
る
。 

坂
道
を
下
り
、
さ
ら
に
進
む
と
③
満
昌
寺
が
あ
る
。
鎌
倉
幕
府
初
代
将
軍
源

頼
朝
が
鎌
倉
幕
府
創
設
の
礎
と
な
っ
た
三
浦
大
介
義
明
の
功
を
称
え
、
追
善
の

た
め
建
久
五
年
（
一
一
九
四
）
に
創
建
。
創
建
時
の
宗
派
は
未
詳
で
あ
る
が
、

現
在
は
臨
済
宗
建
長
寺
末
寺
。
本
堂
内
に
は
本
尊
の
華
厳
釈
迦
如
来
像
（
市
重

文
）
、
開
山
仏
乗
禅
師
天
岸
慧
広
坐
像
（
市
重
文
）
、
御
霊
神
社
内
に
三
浦
大
介

義
明
坐
像
（
国
重
文
）
が
あ
る
。
少
し
行
く
と
④
近
殿
（
ち
か
た
）
神
社
が
あ

る
。
祭
神
は
三
浦
義
村
で
、
ご
神
体
は
高
さ
一
尺
ほ
ど
の
義
村
の
木
像
が
安
置

さ
れ
て
い
る
。
大
矢
部
の
総
鎮
守
。
こ
の
神
社
の
境
内
の
日
陰
で
昼
食
と
休
憩

を
と
っ
た
。 

休
憩
後
、
こ
の
神
社
の
東
側
す
ぐ
近
く
に
あ
る
⑤
薬
王
寺
旧
跡
に
立
ち
寄
る
。

和
田
義
盛
が
父
の
杉
本
太
郎
義
宗
と
叔
父
の
三
浦
義
澄
の
菩
提
を
弔
う
た
め
、

建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
建
立
。
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
廃
寺
と
な
り
、
大

正
三
年
（
一
九
一
四
）
焼
失
し
た
。
薬
師
如
来
像
は
満
昌
寺
に
祀
ら
れ
て
い
る
。

跡
地
に
は
現
在
、
石
碑
が
建
っ
て
い
る
。
大
通
り
に
出
た
反
対
側
に
⑥
青
雲
寺

が
あ
る
。
三
浦
義
継
の
供
養
の
た
め
に
建
立
さ
れ
た
。
現
在
の
本
尊
で
あ
る
木

像
観
音
菩
薩
坐
像
（
滝
見
観
音
・
国
指
定
重
文
）
は
、
元
、
円
通
寺
の
本
尊
で

三
浦
為
通
が
授
か
っ
た
。
元
々
の
本
尊
で
あ
る
木
像
毘
沙
門
天
立
像
（
県
指
定

文
化
財
）
は
、
和
田
合
戦
（
一
二
一
三
）
の
折
、
和
田
義
盛
の
身
代
わ
り
に
な

っ
て
敵
の
矢
を
受
け
た
こ
と
か
ら
「
矢
請
け
の
毘
沙
門
天
」
と
い
わ
れ
、
運
慶

の
系
統
を
引
く
鎌
倉
時
代
の
仏
師
の
手
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。
本
堂

の
裏
に
は
市
指
定
史
跡
「
伝
三
浦
為
継
と
そ
の
一
党
の
廟
所
」
が
あ
る
。
三
浦

氏
三
代
の
墓
と
和
田
九
十
三
将
の
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
五
輪
塔
が
あ
り
、
隣
接

し
て
葦
名
盛
信
の
銘
の
板
碑
が
あ
る
。
本
日
の
史
跡
め
ぐ
り
は
こ
こ
で
終
了
し
、

バ
ス
で
衣
笠
駅
に
戻
り
、
横
須
賀
線
、
東
海
道
線
と
乗
り
継
い
で
茅
ヶ
崎
駅
に

戻
り
解
散
し
た
。 

 

  第
二
七
六
回
史
跡
め
ぐ
り 

 

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
八
日
（
水
）
参
加
者
十
九
名 

 

相
模
の
も
の
の
ふ
た
ち
（
№
３
） 

土
肥
実
平
と
石
橋
山
（
湯
河
原
町
・
小
田
原
市
） 

源 

邦
章 

 

今
年
度
の
史
跡
め
ぐ
り
の
テ
ー

マ
「
相
模
の
も
の
の
ふ
た
ち
」
も

三
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
源
頼
朝

は
山
木
館
襲
撃
に
よ
り
旗
上
げ
が

成
功
し
ま
し
た
が
、
そ
の
直
後
三

浦
氏
を
頼
っ
て
相
模
に
入
っ
た
と

こ
ろ
、
総
大
将
大
庭
景
親
率
い
る

平
家
軍
と
戦
っ
た
石
橋
山
古
戦
場

及
び
敗
れ
て
安
房
に
逃
れ
る
ま
で

頼
朝
を
助
け
続
け
た
土
肥
実
平
の

館
跡
を
湯
河
原
に
訪
ね
ま
し
た
。 

 
集
合
場
所
の
茅
ヶ
崎
駅
を
出
発

し
、
東
海
道
本
線
で
湯
河
原
駅
へ

向
か
い
ま
し
た
。
駅
を
降
り
る
と

す
ぐ
左
側
に
①
「
土
肥
実
平
夫
妻

の
像
」
及
び
「
土
肥
氏
館
跡
碑
」
が

建
っ
て
い
ま
す
。
後
で
訪
れ
ま
す
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「
石
橋
山
古
戦
場
」
で
敗
れ
た
頼
朝
が
数
日
間
、
何
回
と
な
く
九
死
に
一
生
の

危
機
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
地
元
の
土
肥
実
平
が
献
身
的
に
助
け

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
頼
朝
一
行
が
逃
避
行
を
続
け
、
洞
窟
に
隠
れ
た
り
、

地
蔵
堂
に
隠
れ
た
り
し
た
時
、
実
平
の
妻
女
が
危
険
を
顧
み
ず
水
と
食
糧
を
運

び
一
行
を
助
け
ま
し
た
。
そ
の
実
平
夫
妻
の
像
が
湯
河
原
駅
前
に
建
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
隣
に
は
こ
の
土
肥
実
平
の
館
が
、
当
時
は
こ
の
駅
前
か
ら
こ
れ
か
ら

行
き
ま
す
成
願
寺
辺
り
ま
で
あ
っ
た
と
、
こ
の
館
跡
碑
に
は
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

両
方
の
碑
を
見
た
あ
と
成
願
寺
へ
向
か
い
ま
し
た
。
湯
河
原
駅
よ
り
徒
歩
十

五
分
位
、
駅
の
裏
に
あ
り
ま
す
が
、
か
な
り
迂
回
し
て
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

②
成
願
寺
は
土
肥
実
平
の
菩
提
寺
で
、
土
肥
一
族
の
墓
と
言
わ
れ
る
五
十
基
ほ

ど
の
五
輪
塔
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
境
内
に
は
実
平
手
植
え
の
樹
齢
八
○
○
年

と
言
わ
れ
る
ビ
ャ
ク
シ
ン
（
国
の
天
然
記
念
物
）
や
七
騎
堂
が
有
り
ま
し
た
。 

湯
河
原
の
駅
に
戻
り
東
海
道
本
線
で
二
駅
目
根
府
川
駅
よ
り
バ
ス
で
石
橋
山

古
戦
場
へ
向
か
い
ま
し
た
。
バ
ス
停
「
石
橋
」
で
降
り
て
山
道
を
歩
く
こ
と
十

五
分
、
③
佐
奈
田
霊
社
に
着
き
ま
し
た
。
石
橋
山
合
戦
の
折
、
頼
朝
方
の
佐
奈

田
（
真
田
）
与
一
義
忠
と
敵
将
大
庭
景
親
の
弟
、
俣
野
景
久
の
一
騎
打
ち
と
な

り
、
一
度
は
景
久
を
組
み
伏
せ
ま
し
た
が
、
こ
の
一
騎
打
ち
の
前
に
義
忠
は
敵

を
倒
し
首
を
討
っ
た
と
き
血
糊
を
拭
わ
ず
に
刀
を
納
め
た
の
で
、
血
糊
が
刀
の

鞘
に
詰
ま
っ
て
刀
を
抜
け
ず
、
景
久
を
討
ち
取
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ

こ
へ
俣
野
の
家
来
の
長
尾
新
六
が
駆
け
つ
け
与
一
義
忠
は
無
念
な
最
後
を
遂
げ

ま
し
た
。
そ
の
佐
奈
田
与
一
を
祀
っ
た
の
が
こ
の
佐
奈
田
霊
社
で
、
一
説
に
は

景
久
を
組
み
伏
せ
た
時
、
急
に
咳
き
こ
み
そ
の
為
に
景
久
を
討
つ
こ
と
が
出
来

ず
、
逆
に
討
ち
取
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
こ
の
佐
奈
田
霊
社
は
喘
息
に
対

し
て
霊
験
あ
ら
た
か
な
神
社
と
し
て
知
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。（
喘
息
の
為
に

討
た
れ
た
の
で
逆
だ
と
思
い
ま
す
が
）
そ
の
佐
奈
田
霊
社
を
巡
る
周
囲
が
石
橋

山
古
戦
場
で
佐
奈
田
与
一
が
討
た
れ
た
あ
と
、
雪
崩
を
う
っ
て
頼
朝
軍
は
敗
走

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
④
ね
じ
り
畑
、
⑤
文
三
堂
を
見
て
、
バ
ス
で
早
川
駅
に

行
き
早
川
駅
近
く
の
⑥
小
田
原
漁
港
の
食
堂
で
遅
い
昼
食
を
食
べ
て
、
茅
ヶ
崎

駅
へ
戻
り
解
散
し
ま
し
た
。 

因
み
に
早
川
も
土
肥
実
平
の
領
地
で
、
の
ち
に
そ
の
一
族
が
小
早
川
と
な
り

中
国
地
方
に
土
着
、
戦
国
時
代
毛
利
家
を
助
け
る
小
早
川
家
と
な
り
ま
し
た
。 

   

二
七
六
回
史
跡
め
ぐ
り 

参
加
者
の
声 

 
 

 

曇
天
で
蒸
し
暑
い
日
で
し
た 

し
か
し
、
海
の
彼
方
に
房
総
半
島
が
見
え
ま
し
た
。
当
時
の
頼
朝
や
土
肥
実

平
達
も
こ
の
景
色
を
見
な
が
ら
、
小
舟
で
房
総
に
脱
出
し
た
か
と
思
う
と
、
遠

い
歴
史
上
の
出
来
事
が
少
し
身
近
な
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
生
き
延

び
て
、
後
の
世
に
名
を
馳
せ
た
者
も
、
彼
ら
の
た
め
討
ち
死
に
し
た
者
も
、
み

な
真
剣
に
生
き
て
い
た
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。 

 

た
く
さ
ん
歩
い
た
後
の
昼
食
は
、
小
田
原
漁
港
の
食
堂
で
。
ま
る
で
『
競

り
』
み
た
い
に
元
気
な
お
姉
さ
ん
に
食
券
を
渡
し
、
新
鮮
な
刺
身
定
食
を
い
た

だ
く
と
、
歩
き
疲
れ
は
見
事
に
吹
っ
飛
び
ま
し
た
。 

 
 

 
 

(

山
崎
ま
ゆ

み
） 

  

皆
急
げ 

◯
後
ろ
か
ら
、
ミ
カ
ン
畑
に
と
き
の
声 

 
 

◯
御
駄
餉
（
ご
だ
し
ょ
う
）
を
持
っ
て
、
ど
こ
へ
行
く
の
か
実
平
の
妻 

◯
腹
へ
っ
た
、
実
平
の
妻
の
御
駄
餉
、
ま
だ
来
ん
か 

◯
御
駄
餉
は
も
う
届
け
た
と
永
実
言
い 

◯
早
な
り
の
、
ミ
カ
ン
の
実
の
間
（
ま
）
に
景
親
が
… 

◯
血
刀
が
、
抜
け
ぬ
与
一
も
ひ
と
休
み 

◯
皆
急
げ
、
次
は
メ
シ
だ
と
武
衞
言
い
（
武
衞
と
は
頼
朝
の
こ
と
） 

◯
荒
海
に
七
か
ば
ち
か
の
七
騎
落
ち 

 

（
石
橋
山
で
フ
ー
テ
ン
の
熊 

詠
む
） 

（
編
集
者
注 

「
御
駄
餉
」
は
弁
当
の
こ
と
。「
フ
ー
テ
ン
の
熊
」
さ
ん
は
会
員

で
す
） 
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昔
、
教
科
書
で
習
っ
た
場
所
に 

 
 

 
 

 
 

湯
河
原
で
土
肥
実
平
と
妻
の
像
を
見
て
、
城
願
寺
に
お
参
り
し
て
か
ら
、
相

模
湾
沿
い
に
バ
ス
で
移
動
し
、
古
戦
場
に
向
か
っ
て
い
る
辺
り
か
ら
、
昔
、
歴

史
の
教
科
書
で
習
っ
た
鎌
倉
幕
府
の
成
立
に
深
く
関
連
す
る
場
所
に
、
実
際
に

き
て
い
る
の
だ
と
強
く
感
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
は
鉄
道
で
す
ぐ
そ
ば
を
通
り

過
ぎ
る
だ
け
の
所
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
源
さ
ん
に
率
い
ら
れ
石
橋
山
に
向
か
っ

て
い
る
と
、
も
し
や
一
旗
揚
げ
る
企
て
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
の
妄
想
が

膨
ら
ん
で
来
る
よ
う
な
気
も
し
た
。
右
手
の
相
模
湾
を
頼
朝
は
小
舟
で
何
と
か

安
房
に
逃
れ
た
と
い
う
が
、
海
に
は
静
か
に
波
が
寄
せ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
で
、
伊
勢
原
市
岡
崎
に
二
年
ほ
ど
住
ん
で
い
た
の
で
、
岡
崎
義
実
の

い
た
城
跡
を
見
て
は
い
た
し
、
近
く
の
平
塚
市
北
金
目
に
は
真
田
神
社
が
あ
り

真
田
与
一
が
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
こ
の
石
橋
山
と

深
く
結
び
つ
い
て
い
た
と
は
、
こ
の
日
初
め
て
知
っ
た
こ
と
で
あ
る
。 

 

石
橋
山
に
あ
る
佐
奈
田
霊
社
で
気
付
い
た
の
は
、
東
京
方
面
の
地
名
が
入
っ

た
石
碑
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
、
そ
こ
に
「
講
」
と
刻
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ

た
。
後
日
、
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
み
る
と
、
小
田
原
史
談
会
の
「
美
声
を
欲
せ

ん
と
す
れ
ば
佐
奈
田
飴 

１
～
９
」
と
い
う
サ
イ
ト
が
見
つ
か
っ
た
。
そ
こ
に

は
、
喉
の
病
気
に
霊
験
あ
ら
た
か
で
、
良
い
声
を
も
た
ら
す
神
様
と
し
て
信
心

さ
れ
、
東
京
（
＝
江
戸
）
方
面
か
ら
も
鳶
職
の
団
体
が
お
参
り
に
来
る
こ
と
を

は
じ
め
と
し
て
、
興
味
深
い
事
実
が
い
く
つ
も
記
録
さ
れ
て
い
た
。
鳶
職
は
木

遣
り
を
唄
う
の
で
良
い
声
を
願
っ
て
参
詣
す
る
と
あ
っ
た
が
、
講
が
ど
う
始
め

ら
れ
、
そ
の
後
ど
ん
な
変
化
が
生
じ
て
き
た
の
か
知
り
た
く
な
っ
た
。
こ
の
サ

イ
ト
に
載
っ
て
い
る
話
だ
け
で
も
、
か
つ
て
は
非
常
に
賑
わ
い
、
今
で
も
参
詣

者
が
絶
え
な
い
よ
う
だ
。
見
か
け
だ
け
で
は
そ
ん
な
神
社
と
は
想
像
で
き
な
か

っ
た
。
今
回
の
史
跡
巡
り
で
新
た
な
知
識
が
得
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。 

 

ま
た
、
巡
る
途
中
の
解
説
で
、
文
献
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
か
、「
～

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
」
こ
と
を
ど
う
受
け
と
め
る
か
を
つ
ね
に
問
う
こ
と
の
大

切
さ
が
説
か
れ
て
い
た
。
歴
史
の
現
場
の
地
形
や
自
然
と
、
地
域
の
語
り
伝
え

に
ふ
れ
る
と
、
こ
の
地
域
が
ず
っ
と
身
近
に
な
っ
て
き
た
。 

そ
れ
に
は
、
今
回
の
解
説
の
一
部
と
し
て
平
野
さ
ん
に
よ
り
分
か
り
や
す
く

『
吾
妻
鏡
』
の
石
橋
山
合
戦
の
辺
り
が
朗
唱
さ
れ
た
こ
と
が
、
今
回
の
史
跡
巡

り
を
楽
し
く
す
る
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
た
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
お
か
げ

で
、
気
持
ち
が
少
し
鎌
倉
時
代
に
入
り
こ
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。 

こ
の
日
は
、
少
し
暑
い
く
ら
い
で
あ
っ
た
が
、
雨
に
も
降
ら
れ
ず
、
よ
く
歩

く
こ
と
が
で
き
た
。
最
後
に
、
小
田
原
漁
港
の
賑
わ
う
食
堂
で
遅
い
昼
食
を
お

い
し
く
い
た
だ
い
た
後
、
早
川
駅
に
向
か
う
際
に
雨
が
少
々
パ
ラ
つ
い
て
、
よ

う
や
く
ふ
だ
ん
の
気
分
に
戻
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。 

楽
し
い
史
跡
巡
り
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。 

 
 

（
小
川
正
恭
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

七
騎
落 

〈
頼
朝
〉（
〈 

〉
は
せ
り
ふ
の
主
） 

こ
れ
は
（
自
分
は
）
右
兵
衞
佐
（
う
ひ
ょ

う
え
の
す
け
）
、
頼
朝
な
り
。
さ
て
も
昨
日
、
土
肥
の
杉
山
の
合
戦
に
う
ち
負
け
、

味
方 

あ
ま
り
に
無
勢
に
候
ほ
ど
に
、
ひ
と
ま
ず
西
国
の
方
へ
開
か
ば
や
と
（
落

ち
よ
う
と
）
存
じ
候
。
い
か
に
実
平
（
実
平
ど
う
思
う
か
？
）
。
船
を
用
意
つ
か
ま

つ
り
候
へ
。 

〈
実
平
〉 

御
前
（
お
ん
ま
え
）
に
候
。
は
や
お
船
を
用
意
つ
か
ま
つ
り
て
候
。

急
ぎ
御
船
に
召
さ
れ
候
。 

〈
頼
朝
〉
こ
の
船
中
に
供
し
た
る
人
数
（
に
ん
じ
ゅ
）
は
い
か
ほ
ど
あ
る
ぞ
。 

〈
実
平
〉
た
だ
七
騎
ご
ざ
候
。 

〈
頼
朝
〉
さ
て
は
（
そ
れ
な
ら
）
頼
朝
ま
で
は
八
騎
よ
な
（
自
分
も
入
れ
れ
ば
八

騎
だ
よ
な
）
。 

思
い
出
せ
る
事
あ
り
。
祖
父 

為
義
、
鎮
西
を
開
き
し
も
（
九
州
に
逃
れ
た
と

き
も
）
主
従
八
騎
、 

父 

義
朝
、
尾
張
の
国
へ
落
ち
し
も
八
騎
、
思
え
ば
不
吉

の
例
（
八
騎
は
不
吉
だ
）
な
り
。
実
平
、
計
（
は
か
）
ら
い
と
し
て
、
船
よ
り
一

人
お
ろ
し
候
へ
。 

実
平
仰
せ
を
承
り
て
、
船
の
せ
が
い
に
立
ち
上
が
り
、
御
供
（
お
ん
と
も
）
の



郷土ちがさき 138号  平成 29年 1月 1日発行 

- 6 - 

 

人
数
を
見
渡
せ
ば
、 

〈
実
平
〉 

ま
ず
一
番
に
田
代
殿
、
さ
て
二
番
に
は
新
開
（
し
ん
か
い
）
の
二
郎
、

ま
た
三
番
は
土
屋
の
三
郎
、
四
番
は
土
佐
坊
、
五
番
に
は
実
平
候
、
六
番
に
は

同
じ
く
遠
平
、
艫
板
（
と
も
い
た
）
に
は
義
実
あ
り
。 

  

頼
朝
が
石
橋
山
で
大
庭
景
親
の
大
軍
に
敗
れ
た
の
は
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）

八
月
二
十
三
日
だ
っ
た
。 

湯
河
原
土
肥
郷
・
石
橋
山
探
訪
の
折
、
城
願
寺
の
境
内
で
、「
山
中
を
逃
げ
惑

っ
た
主
従
は
も
っ
と
大
勢
い
た
ろ
う
、
七
騎
じ
ゃ
な
か
っ
た
ろ
う
」
と
か
、「
船

で
海
を
渡
っ
た
の
も
七
騎
じ
ゃ
な
か
っ
た
ろ
う
」
な
ど
と
話
し
た
。 

知
ら
ず
に
話
し
て
い
た
の
は
う
か
つ
だ
っ
た
が
、
帰
宅
し
て
調
べ
て
み
る
と
、

寺
の
七
騎
堂
の
前
に
説
明
看
板
が
立
て
て
あ
っ
て
、
七
騎
と
は
謡
曲
「
七
騎
落
」

に
基
づ
く
と
ち
ゃ
ん
と
書
い
て
あ
っ
た
の
だ
。
先
に
紹
介
し
た
せ
り
ふ
が
そ
の

謡
曲
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。
船
で
脱
出
し
よ
う
と
し
た
と
き
八
騎
い
た
。
と
こ

ろ
が
祖
父
と
父
が
落
武
者
と
な
っ
た
と
き
は
八
騎
だ
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
自
分

も
加
え
て
八
騎
で
落
ち
る
の
は
不
吉
だ
、
一
人
船
か
ら
降
ろ
せ
と
頼
朝
が
実
平

に
命
じ
る
場
面
で

あ
る
。 

謡
曲
に
出
て
く

る
こ
の
七
騎
と
い

う
の
は
ど
ん
な
人

物
な
の
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
『
吾
妻
鏡
』

に
彼
ら
が
最
初
に

登
場
す
る
様
子
を

調
べ
て
み
た
。
謡

曲
の
順
に
記
す
と

次
の
と
お
り
だ
っ

た
。 

田
代
信
綱 

寿
永 

 
 

 
 

 
 

 

三
年
（
一
一
八
四
）
二
月
五
日
、
一
の
谷
合
戦
の
義
経
の
軍
中
に
名
が
あ

る
。 

新
開
荒
次
郎 

工
藤
祐
経
を
討
ち
、
さ
ら
に
頼
朝
を
襲
お
う
と
し
て
捕
ら
え
ら

れ
た
曽
我
五
郎
時
致
（
と
き
む
ね
）
を
、
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
五
月
二

十
九
日
、
頼
朝
の
命
に
よ
っ
て
尋
問
し
た
。 

土
屋
三
郎
宗
遠 

治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
八
月
二
十
日
、
伊
豆
を
出
て
土
肥
郷

に
向
か
う
四
十
六
人
中
に
名
が
あ
る
。
土
肥
実
平
の
弟
。 

土
佐
坊 

元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
八
月
八
日
、
駿
河
守
源
範
頼
が
平
家
追
討
使

と
し
て
西
海
に
赴
く
一
軍
の
中
に
名
が
あ
る
。
そ
の
後
、
頼
朝
の
命
に
応
じ

て
義
経
暗
殺
を
志
願
し
、
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
十
月
十
七
日
、
義
経
の
六

条
室
町
の
屋
敷
を
襲
う
が
失
敗
し
、
同
月
二
十
六
日
捕
ら
え
ら
れ
、
六
条
河

原
で
梟
首
（
き
ゅ
う
し
ゅ
）
さ
れ
る
。 

土
肥
実
平 

謡
曲
『
七
騎
落
』
の
シ
テ
（
主
役
）
。 

頼
朝
は
山
木
兼
隆
を
討
っ
て
旗
揚
げ
す
る
密
議
を
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）

八
月
四
日
に
お
こ
な
う
が
、
そ
の
と
き
の
一
人
と
し
て
登
場
。
同
月
二
十
日

の
伊
豆
国
出
立
（
し
ゅ
っ
た
つ
）
の
四
十
六
名
中
に
見
え
、
石
橋
山
の
負
け
戦

で
は
山
中
を
案
内
し
な
が
ら
頼
朝
に
付
き
従
っ
た
。 

土
肥
遠
平
（
と
お
ひ
ら
） 

実
平
の
息
子
。
伊
豆
出
立
四
十
六
人
中
に
名
が
あ
る
。 

義
実 

岡
崎
四
郎
義
実 

三
浦
義
明
の
弟
で
、
前
記
し
た
八
月
四
日
の
旗
揚
げ

密
議
に
参
加
し
た
一
人
と
し
て
登
場
。
石
橋
山
で
壮
絶
な
戦
死
を
と
げ
た
佐

奈
田
与
一
義
忠
は
長
男
。
も
ち
ろ
ん
伊
豆
出
立
四
十
六
人
中
に
名
が
あ
る
。

『
七
騎
落
』
で
は
重
要
な
脇
役
を
演
じ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
頼
朝
主
従
の
逃
走
は
『
吾
妻
鏡
』
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。 

 

 
相
模
国
か
ら
房
州
に
逃
げ
る
記
事
は
八
月
二
十
七
、
二
十
八
日
の
条
に
あ
る
。

ま
ず
二
十
七
日
。
衣
笠
城
に
籠
も
っ
た
三
浦
義
明
は
平
家
方
に
討
た
れ
、
子
の

義
澄
を
は
じ
め
一
族
は
房
総
を
目
指
し
て
落
ち
る
。
北
条
時
政
、
岡
崎
義
実
、

近
藤
七
国
な
ど
が
「
土
肥
郷
岩
浦
」
か
ら
出
船
し
、
海
上
で
三
浦
の
一
軍
と
遭

遇
し
た
と
書
い
て
あ
る
。 

頼
朝
は
翌
二
十
八
日
に
土
肥
の
真
名
鶴
崎
か
ら
船
に
乗
っ
た
。
実
平
が
土
肥
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の
住
人
貞
恒
（
さ
だ
つ
ね
）
に
小
舟
を
用
意
さ
せ
た
。
そ
し
て
次
の
日
、
安
房
国

平
北
郡
獵
嶋
（
り
ょ
う
じ
ま
）
に
上
陸
し
た
。
こ
の
島
を
、
千
葉
県
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
は
安
房
郡
鋸
南
町
竜
島
と
す
る
。
謡
曲
は
、
西
国
に
落
ち
る
と
し
て
い
る

が
。『
吾
妻
鏡
』
は
「
北
條
殿
以
下
の
人
々
、
こ
れ
を
拝
し
迎
え
、
数
日
の
鬱
念

（
う
つ
ね
ん
）
一
時
に
散
開
す
と
云
々
。
」
と
記
す
。 

実
平
の
子
の
遠
平
は
、
頼
朝
が
真
名
鶴
崎
を
立
つ
と
き
、
御
台
所
政
子
の
元

へ
使
い
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
で
同
道
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
小
舟
を
用
意
し

た
と
い
う
土
肥
の
住
人
貞
恒
が
同
舟
し
た
か
ど
う
か
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
と

す
る
と
頼
朝
に
従
っ
た
の
は
実
平
一
人
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
両
日
に
船
で

渡
っ
た
の
は
、
一
艘
は
時
政
、
義
実
、
七
国
、
も
う
一
艘
は
実
平
と
頼
朝
で
、

合
わ
せ
て
五
人
と
な
る
。
そ
の
家
来
た
ち
は
別
に
し
て
。『
七
騎
落
』
に
出
て
く

る
田
代
、
新
開
、
土
屋
、
土
佐
坊
は
『
吾
妻
鏡
』
に
見
え
な
い
の
で
あ
る
。 

 

一
人
を
下
ろ
し
て
七
騎
に
し
ろ
と
言
わ
れ
た
実
平
は
ど
う
し
た
か
。
謡
曲
は

謡
う
。「
い
づ
れ
を
選
み
出
だ
さ
ん
と
、
さ
し
も
の
実
平
思
ひ
か
ね
、
赤
面
し
た

る
ば
か
り
な
り
。
」
し
か
し
頼
朝
は
「
何
と
て
遅
き
ぞ
、
急
い
で
舟
よ
り
下
ろ
し

候
へ
」
と
急
き
立
て
る
。
仕
方
な
く
、
七
人
の
中
で
最
高
齢
の
岡
崎
義
実
を
指

す
。
と
こ
ろ
が
そ
の
義
実
か
ら
、
こ
の
船
中
で
命
を
二
つ
持
つ
者
が
下
り
ら
れ

よ
と
反
撃
を
喰
う
。
実
平
が
、
命
二
つ
持
つ
者
と
は
？
と
問
う
と
、
自
分
は
長

男
の
与
一
義
忠
を
石
橋
山
で
失
っ
た
。
な
の
に
お
主
に
は
子
の
遠
平
が
居
る
で

は
無
い
か
。
命
が
二
つ
あ
る
で
は
な
い
か
と
。
こ
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
し
ま
っ

た
実
平
は
、
遠
平
に
降
り
よ
と
い
う
が
、
遠
平
は
、
主
君
の
た
め
な
ら
命
を
捨

て
る
が
、
父
の
命
は
受
け
ら
れ
な
い
と
拒
絶
す
る
。
そ
れ
な
ら
実
平
自
ら
下
り

る
と
い
う
段
に
な
っ
て
、
遠
平
が
折
れ
た
。
海
に
は
敵
方
が
満
ち
て
い
る
。
そ

の
中
に
割
っ
て
い
っ
て
討
ち
死
に
し
、
後
代
に
名
を
挙
げ
よ
と
父
に
い
わ
れ
て
。 

 

場
面
は
替
わ
る
。
一
艘
の
小
舟
が
近
づ
い
て
き
て
、
乗
る
者
は
和
田
義
盛
だ

と
名
乗
り
、
頼
朝
の
舟
を
見
失
い
捜
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
た
ま
た
ま
そ
れ

が
頼
朝
の
乗
っ
て
い
る
小
舟
だ
っ
た
の
で
、
無
事
に
頼
朝
、
実
平
と
対
面
し
た

義
盛
が
問
う
、
遠
平
が
見
え
な
い
が
い
か
が
い
た
し
た
と
。
子
細
が
あ
っ
て
陸

（
く
が
）
に
残
し
て
き
た
と
苦
し
げ
に
実
平
が
答
え
る
。
そ
れ
を
聞
い
た
義
盛

は
、
船
底
か
ら
遠
平
を
連
れ
出
す
。
実
平
は
夢
か
う
つ
つ
か
と
喜
ぶ
。 

 

義
盛
が
い
う
に
は
、
渚
で
の
合
戦
の
最
中
、
若
武
者
一
騎
を
捕
ら
え
て
み
れ

ば
お
主
の
子
息
遠
平
だ
っ
た
。
そ
こ
で
生
け
捕
る
体
を
装
っ
て
連
れ
て
き
た
の

だ
と
。
「
う
れ
し
泣
き
の
涙
は
、
う
れ
し
な
き
の
涙
は
、
何
か
つ
つ
ま
ん
唐
衣
、

日
も
夕
暮
れ
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
月
の
盃
と
り
あ
え
ず 

主
従
と
も
に
喜
び
の 

心
う
れ
し
き
酒
宴
か
な
」
と
謡
い
、
義
盛
か
ら
「
い
か
に
実
平
、
め
で
た
き
折

な
れ
ば
一
さ
し
お
ん
舞
い
候
へ
」
と
勧
め
ら
れ
、「
実
平
正
し
き
忠
勤
の
道
に
入

る
、
弓
矢
の
家
こ
そ
久
し
け
れ
」
で
『
七
騎
落
』
は
終
わ
る
。 

（
『
新
装
愛
蔵
版 

解
注 

謡
曲
全
集
』
巻
五 

中
央
公
論
社 

昭
和
六
十
年

刊
を
参
考
に
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

平
野
文

明
）  

  

お
祭
り
と
神 

綿
引 

進 

日
本
の
祭
り
で
は
神
輿
や
山
車
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
祭
り
は
時
代
や

地
域
に
よ
っ
て
姿
、
型
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
人
々
の
思
い

に
違
い
は
な
い
。
古
い
祭
り
は
神
を
迎
え
、
も
て
な
し
て
送
る
こ
と
を
主
な
目

的
と
し
て
い
た
。
祭
り
に
は
五
穀
豊
穣
や
子
孫
繁
栄
、
あ
ら
ゆ
る
厄
災
を
避
け

た
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
先
祖
を
敬
う
感
謝
の
気
持
ち
か
ら
暮

ら
し
の
変
化
に
よ
っ
て
良
縁
成
就
、
商
売
繁
盛
、
天
下
太
平
を
祈
る
よ
う
に
も

な
っ
た
。 

祭
り
の
語
源
に
は
諸
説
あ
る
が
、
漢
字
で
「
祀
り
」
と
書
い
た
こ
と
も
あ
る
。

神
を
祀
る
こ
と
、
ま
た
は
そ
の
儀
式
そ
の
も
の
を
指
し
て
「
ま
つ
り
」
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
祀
り
」
は
形
式
に
の
っ
と
り
儀
式
を
執
り
行

い
、
神
や
霊
を
慰
め
る
。
ま
た
は
祈
願
す
る
こ
と
が
祭
の
意
味
を
持
つ
。
神
は

会
員
投
稿 
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同
じ
所
に
居
続
け
る
と
考
え
ず
に
、
必
要
な
所
に

現
れ
る
の
を
待
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
山
や
海
な
ど
神
が
い
そ
う
な
所
や
、

畑
や
村
な
ど
神
を
必
要
と
す
る
所
で
祭
り
を
行
い
、

人
々
は
神
が
現
れ
る
の
を
待
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
ま
つ
ら
ふ
」
と
い
う
古
語
を
語
源
と
考
え
る
説

が
あ
る
。
ま
つ
ら
ふ
と
は
従
う
、
服
従
す
る
と
い
う

意
味
が
あ
る
。
ま
た
、
献
上
す
る
、
何
か
を
差
し
上

げ
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
神
を
呼
ぶ
た
め
に
新

鮮
な
海
や
山
の
幸
、
田
や
畑
の
収
穫
物
を
供
物
と

し
奉
っ
た
事
か
ら
転
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

「
政
」
と
書
い
て
ま
つ
り
ご
と
と
読
む
。「
お
さ

め
る
」
と
い
う
意
味
や
領
土
を
統
治
す
る
意
味
も
あ

る
。
古
代
の
日
本
で
は
、
祭
を
司
る
者
と
政
治
を
司

る
者
が
同
一
で
あ
っ
た
。
卑
弥
呼
な
ど
が
知
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
支
配
領
域
に
お
い
て
、
事
の
吉
凶
を
決

め
る
行
為
が
「
政
」
で
あ
り
、
転
じ
て
祭
と
な
っ
た
。

天
皇
が
乗
ら
れ
る
輿
を
鳳
輦
（
ほ
う
れ
ん
）
図
１
と

い
う
。
屋
根
の
上
に
金
銅
の
鳳
凰
（
ほ
う
お
う
）
が

飾
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
そ
う
呼
ば
れ
て
い
る
。
。
複
数
人
で
担
ぐ
よ
う
に
担

ぎ
棒
は
長
い
。
輿
の
中
で
は
最
上
級
で
豪
華
絢
爛
な
装
飾
も
施
さ
れ
て
る
。
次

に
葱
花
輦
（
そ
う
か
れ
ん
）
図
２
と
い
う
輿
が
あ
る
。
屋
根
の
上
に
葱
花
を
飾

る
。
葱
花
と
は
ね
ぎ
坊
主
の
こ
と
で
擬
宝
珠
と
も
い
い
、
格
式
の
あ
る
建
築
物

の
手
す
り
や
橋
の
欄
干
に
施
さ
れ
る
。
天
皇
の
略
儀
の
行
幸
時
や
皇
太
子
、
皇

后
、
后
妃
が
乗
る
。
こ
れ
ら
の
輿
が
神
輿
の
原
型
だ
と
す
る
説
が
あ
る
。
神
輿

は
神
が
そ
の
鎮
座
す
る
と
こ
ろ
か
ら
別
の
所
へ
移
動
す
る
神
幸
の
際
に
使
わ
れ

る
も
の
で
、
字
の
通
り
「
神
の
輿
」
を
意
味
す
る
。 

神
輿
に
は
、
四
角
型
、
六
角
型
、
八
角
型
と
あ
り
、
四
角
型
が
大
半
で
あ
る

が
、
関
西
型
（
日
吉
大
社
）
と
関
東
型
（
鳥
越
神
社
）
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
の

違
い
は
、
鳳
凰
の
尾
羽
根
が
関
西
型
は
下
か
ら
上
へ
、
関
東
型
は
上
か
ら
下
へ

と
付
け
ら
れ
て
い
る
。
屋
根
は
全
体
を
金
銅
板
で
被
い
て
い
る
の
が
関
西
型
で

黒
漆
で
被
い
て
い
る
の
が
関
東
型
。
そ
の
屋
根
に
唐
破
風
型
、
延
屋
根
型
、
三

社
型
が
あ
る
。
江
戸
神
輿
は
金
ピ
カ
で
装
飾
も
派
手
で
、
四
隅
の
飾
り
紐
も
太

く
い
ろ
い
ろ
な
色
が
使
わ
れ
て
い
る
。
担
ぎ
棒
も
四
本
あ
る
の
で
多
人
数
で
担

げ
る
。 

地
元
茅
ヶ
崎
周
辺
は
相
模
神
輿
と
呼
び
、
黒
漆
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
担

ぎ
棒
は
二
本
。
側
面
に
タ
ン
ス
と
呼
ば
れ
る
金
具
が
あ
り
、
こ
れ
で
音
を
出
し

リ
ズ
ム
を
取
り
肩
を
合
わ
せ
て
神
輿
を
揉
む
。
す
る
と
四
隅
の
大
き
な
鈴
が
良

い
音
を
出
す
。
関
西
型
、
関
東
型
に
属
さ
な
い
独
特
の
神
輿
な
の
で
あ
る
。 

神
輿
と
言
え
ば
毎
年
七
月
海
の
日
に
行
わ
れ
る
浜
降
祭
が
有
名
で
あ
る
。
よ

り
歴
史
の
古
い
国
府
祭
（
こ
う
の
ま
ち
）
（
共
に
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
）

は
、
相
模
国
一
宮
寒
川
神
社
（
寒
川
町
宮
山
）
、
二
宮
川
勾
神
社
（
中
郡
二
宮
町

山
西
）
、
三
宮
比
々
多
神
社
（
伊
勢
原
市
三
ノ
宮
）
、
四
宮
前
鳥
神
社
（
平
塚
市

四
之
宮
）
、
五
宮
平
塚
八
幡
宮
（
平
塚
市
浅
間
町
）
と
六
所
神
社
（
大
磯
町
国
府

本
郷
）
の
六
社
が
、
五
月
五
日
に
大
磯
町
の
神
揃
山
へ
集
結
し
、
古
式
に
の
っ

と
り
座
問
答
の
神
事
を
行
う
。
一
宮
と
二
宮
が
終
始
無
言
で
竹
の
囲
い
の
中
で

そ
れ
ぞ
れ
敷
皮
を
進
め
、
最
後
に
三
宮
の
神
官
が
「
先
は
明
年
ま
で
」
と
い
い

神
事
を
終
え
る
。
五
穀
豊
穣
、
国
家
安
泰
を
祈
る
祭
り
で
あ
る
。 

 
 

 

 

遊
歩
道
路
と
潮
騒 

中
島
幸
子 

 
自
動
車
が
風
を
切
っ
て
行
く
国
道
一
三
四
号
は
、「
遊
歩
道
路
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
。 

 

茅
ヶ
崎
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
降
り
立
つ
と
潮
騒
が
聞
こ
え
た
と
か
、
唇

を
な
め
る
と
塩
辛
か
っ
た
と
か
、
古
老
の
懐
か
し
そ
う
な
語
り
口
を
耳
に
す
る

と
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
の
薄
い
水
彩
画
の
よ
う
な
風
景
が
浮
か
ん
で
く
る
。
若
者

に
話
し
て
も
興
味
が
な
く
つ
ま
ら
な
さ
そ
う
な
顔
を
し
て
い
る
の
で
、
張
り
合

い
が
な
い
。 
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文
字
通
り
遊
歩
道
路
と
は
、
人
が
歩
く
道
路
で
、
土
地
の
人
が
呼
ぶ
俗
称
で

あ
る
。
昭
和
十
年
頃
、
神
奈
川
県
の
観
光
地
建
設
構
想
と
し
て
、
片
瀬
か
ら
大

磯
ま
で
約
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
『
湘
南
遊
歩
道
路
』
計
画
が
出
さ
れ
た
。
藤

沢
市
・
茅
ヶ
崎
市
・
平
塚
市
・
大
磯
町
の
海
岸
線
を
つ
な
ぎ
、
一
帯
を
公
園
化

す
る
も
の
だ
っ
た
そ
う
だ
。
現
在
の
茅
ヶ
崎
が
全
国
的
に
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て

人
気
を
博
す
礎
の
一
つ
に
な
っ
た
の
が
こ
の
計
画
だ
っ
た
そ
う
だ
。 

 

茅
ヶ
崎
の
区
域
は
、
別
荘
の
避
暑
客
が
海
辺
を
そ
ぞ
ろ
歩
い
た
り
、
沈
む
夕

日
を
眺
め
な
が
ら
涼
風
を
感
じ
る
穏
や
か
な
贅
沢
な
時
間
が
流
れ
て
い
た
。
と

き
に
車
が
走
っ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
れ
が
話
題
に
な
っ
た
と
い
う
。
今
や
当
時

の
老
人
た
ち
の
郷
愁
は
、
暴
走
族
の
オ
ー
ト
バ
イ
の
レ
ー
ス
レ
ー
ン
と
い
う
次

元
に
移
行
さ
れ
て
き
た
。 

 

そ
れ
で
も
変
化
は
緩
や
か
で
あ
っ
た
。
昭
和
四
十
年
代
ゴ
ル
フ
場
を
囲
む
松

の
木
々
越
に
、
間
を
置
い
て
一
台
ま
た
一
台
と
い
う
よ
う
に
背
の
高
い
車
が
の

ん
び
り
と
走
っ
て
行
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
が
ま
る
で
温
泉
場
の
射
的
屋
の

猛
獣
が
動
い
て
い
る
よ
う
で
、
お
も
し
ろ
が
っ
た
も
の
だ
。 

 

遊
歩
道
路
の
名
を
知
ら
な
い
者
た
ち
は
、
一
三
四
号
は
誕
生
以
来
四
車
線
の

立
派
な
道
路
だ
と
思
っ
て
い
る
ら
し
い
。
射
的
屋
の
猛
獣
の
話
な
ど
う
っ
か
り

す
る
と
ア
フ
リ
カ
の
こ
と
か
と
言
う
だ
ろ
う
。 

唇
を
な
め
る
と
塩
辛
い
と
い
う
話
も
や
っ
て
み
よ
う
と
言
う
か
も
し
れ
な
い
。 

   
 

 

事
業
の
報
告 

文
化
祭
に
参
加 

 

写
真
展 

相
模
国
修
験
道
の
聖
地
を
訪
ね
て 

 
 

羽
切
信
夫 

 

平
成
二
十
八
年
度
の
茅
ヶ
崎
市
文
化
祭
は
、
茅
ヶ
崎
市
・
茅
ヶ
崎
市
文
化
団

体
協
議
会
主
催
、
茅
ヶ
崎
市
教
育
委
員
会
後
援
で
、
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
茅
ヶ
崎
郷
土
会
も
「
相
模
国
修
験
道
の
聖
地
を
訪
ね
て
」

を
テ
ー
マ
に
、
十
一
月
五
日
（
土
）・
六
日
（
日
）
の
両
日
、
茅
ヶ
崎
市
民
文
化

会
館
の
展
示
室
で
、
写
真
を
主
に
し
た
展
示
会
を
行
い
ま
し
た
。 

昨
年
度
、
茅
ヶ
崎
郷

土
会
は
七
回
に
わ
た

り
、
県
内
の
修
験
道
の

聖
地
を
訪
ね
る
史
跡

め
ぐ
り
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
折
々
に
会
員

が
撮
影
し
、
収
集
し
た

資
料
な
ど
を
も
と
に

し
て
取
り
組
ん
だ
展

示
会
で
し
た
。 

 

神
奈
川
県
内
に
は
、

大
山
を
は
じ
め
箱
根

山
、
日
向
山
、
八
菅
山

な
ど
の
修
験
道
の
聖

地
が
あ
り
ま
し
た
。
修

験
道
は
深
山
幽
谷
の

な
か
で
歴
史
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
修
験
者

（
山
伏
）
は
俗
人
が
容

易
に
は
近
づ
け
な
い

高
山
や
厳
し
い
自
然

の
中
で
修
行
を
積
み
、

悟
り
を
目
指
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
修
験

道
は
神
仏
習
合
の
信

仰
形
態
と
し
て
長
い

歴
史
を
持
つ
も
の
で

し
た
が
、
明
治
五
年
に

発
せ
ら
れ
た
修
験
宗

廃
止
令
に
よ
っ
て
、
ど
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こ
も
大
き
く
姿
を
変
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
修
験
道
が
関
係
し
て
建

て
ら
れ
た
石
碑
な
ど
が
今
も
各
地
に
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
田
原
市
板
橋

の
量
覚
院
や
愛
川
町
の
八
菅
神
社
で
は
、
修
験
道
の
火
祭
り
を
復
活
さ
せ
て
、

今
も
毎
年
行
っ
て
お
り
、
見
る
べ
き
行
事
、
訪
れ
る
べ
き
場
所
に
事
欠
く
こ
と

の
な
い
一
年
間
で
し
た
。 

展
示
場
に
設
置
し
た
コ
ー
ナ
ー
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

◯
日
向
山
宝
城
坊
（
伊
勢
原
市
）
、
◯
秋
葉
山
量
覚
院
（
小
田
原
市
）
、
◯
八

菅
神
社
（
愛
川
町
）
、
◯
大
山
阿
夫
利
神
社
と
修
験
道
（
伊
勢
原
市
）
、
◯
箱
根

神
社
と
松
原
神
社
、
◯
霊
山
信
仰
の
石
造
物
（
県
内
各
地
） 

こ
れ
ら
の
コ
ー
ナ
ー
の
中
に
、
明
治
期
に
姿
を
消
し
た
市
内
の
修
験
寺
院
の

普
賢
寺
（
香
川
）
と
宝
沢
寺
（
芹
沢
）
も
取
り
上
げ
ま
し
た
。
開
催
し
た
二
日

間
と
も
、
同
じ
展
示
室
で
、
友
好
関
係
に
あ
る
茅
ヶ
崎
文
化
人
ク
ラ
ブ
の
展
示

会
と
一
緒
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
多
く
の
方
々
に
お
い
で
頂
き
ま
し

た
。
皆
様
方
に
「
相
模
国
修
験
道
の
聖
地
」
の
一
端
に
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
は
、
茅
ヶ
崎
郷
土
会
と
い
た
し
ま
し
て
大
き
な
喜
び
で
し
た
。
ご
来
場

頂
き
ま
し
た
皆
様
お
よ
び
展
示
会
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
深
く
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
十
四
回 

茅
ヶ
崎
市
郷
土
芸
能
大
会 

 
 

 
 

平
野
文
明 

 

十
一
月
二
十
七
日
（
日
）
十
二
時
、
市
民
文
化
会
館
入
口
の
階
段
上
で
円
蔵

の
祭
囃
子
の
触
れ
太
鼓
が
響
い
た
。
一
回
目
の
年
に
お
ぎ
ゃ
あ
ー
と
産
ま
れ
た

人
は
い
い
お
っ
さ
ん
か
お
ば
さ
ん
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
続
く
催
し
だ
。 

 

私
が
以
前
に
見
た
の
は
十
年
前
。
久
し
振
り
に
客
席
に
座
っ
た
感
じ
が
ど
う

だ
っ
た
か
と
い
う
と
、
舞
台
レ
ベ
ル
が
ダ
ン
ト
ツ
に
上
が
っ
た
な
と
い
う
思
い
。

午
後
一
時
か
ら
始
ま
っ
て
四
時
ま
で
ぶ
っ
続
け
の
十
四
演
目
は
ど
れ
も
感
動
モ

ノ
の
連
続
。
大
ホ
ー
ル
の
有
名
演
歌
歌
手
が
ン
万
円
の
席
料
な
ら
ナ
ン
千
円
の

入
場
料
を
取
っ
て
も
ひ
け
を
と
ら
な
い
。
と
思
う
。 

ま
ず
凄
か
っ
た
の
は
若
い
人
。
幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
・
女
子

大
生
（
か
な
？
）
が
出
て
い
た
の
が
六
舞
台
。
。
若
い
人
は
パ
ワ
ー
が
違
う
。
見

て
い
る
方
も
元
気
に
な
る
。 

次
に
お
年
を
召
し
た
善
男
善
女
。

こ
れ
は
聞
か
せ
る
。
わ
ざ
の
冴
え

に
加
え
て
声
量
は
若
人
に
ち
っ
と

も
劣
っ
て
い
な
い
。
老
若
男
女
、
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
が
存
分
に
出

て
い
た
三
時
間
。
こ
と
に
若
い
人

た
ち
の
打
つ
太
鼓
の
ば
ち
が
そ
ろ

っ
て
い
た
の
は
み
ご
と
だ
っ
た
。 

 

こ
の
芸
能
大
会
は
、
市
教
育
委

員
会
が
茅
ヶ
崎
郷
土
芸
能
保
存
協

会
に
委
託
し
て
毎
年
開
い
て
い
る
。

我
が
茅
ヶ
崎
郷
土
会
も
、
保
存
協

会
の
役
員
を
掛
け
持
ち
し
て
大
会

を
下
支
え
し
て
い
る
。
こ
の
コ
ン

ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
長
続
き
の
基
の

よ
う
だ
。
最
後
の
舞
台
幕
が
下
り

て
か
ら
、
保
存
協
会
副
会
長
の
小

澤
勝
重
さ
ん
手
造
り
野
菜
十
数
袋

と
、
元
副
会
長 

齋
藤
茂
吉
さ
ん

手
造
り
の
宝
船
四
艘
の
抽
選
会
が

あ
り
、
青
木
昭
三
会
長
の
進
行
で

ず
い
ぶ
ん
盛
り
上
が
っ
た
。 

出
演
団
体
は
次
の
と
お
り 

県

立
茅
ヶ
崎
高
等
学
校
文
楽
部
・
茅

ヶ
崎
民
話
の
会
・
茅
ヶ
崎
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
・
南
湖
餅
搗
唄

保
存
会
・
南
湖
麦
打
唄
保
存
会
・
芹

沢
焼
米
搗
唄
保
存
会
（
焼
米
搗
唄

と
サ
サ
ラ
盆
唄
）・
上
赤
羽
根
太
鼓

保
存
会
（
上
赤
羽
根
甚
句
と
祭
囃

 野菜と宝船の抽選 青木会長（右）と小澤副会長 
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子
）
・
圓
蔵
祭
囃
子
保
存
会
（
祭
囃
子
と
岡
崎
部
会
の
ば
か
踊
り
）
・
柳
島
大
漁

船
上
げ
唄
好
友
会
・
柳
島
エ
ン
コ
ロ
節
保
存
会
（
柳
島
エ
ン
コ
ロ
節
と
お
座
敷

甚
句
）
の
十
団
体
で
十
四
演
目
。
演
目
の
一
部
を
郷
土
会
会
員 

坂
井
源
一
さ

ん
撮
影
の
写
真
で
紹
介
し
よ
う
。 

  

                    

    

      

                
 

 
 

 

       

圓蔵祭囃子保存会岡崎部会「ばか踊り」 

茅ヶ崎高等学校文楽部 「寿式二人三番叟」 

茅ヶ崎民話の会 「千の川物語」 

市指定重要文化財 

 南湖麦打唄会「麦打唄」 

市指定重要文化財 

 芹沢焼米搗唄保存会「焼米搗唄」 

南湖餅搗唄保存会「餅搗唄」 

レクリエーション協会 「茅ヶ崎ふるさと音頭」

度・茅ヶ崎民話の会 「千の川物語」 
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こ
れ
か
ら
の
行
事
予
定 

①
１
月
11
日
（
水
）
市
内
史
跡
め
ぐ
り 

９
時
茅
ヶ
崎
駅
改
札
前
集
合 

「
中
世
の
石
碑
を
訪
ね
て
」 

今
宿
―
塔
の
越
の
宝
塔
・
萩
園
―
常
顕
寺
の

宝
篋
印
塔
と
五
輪
塔
・
浜
之
郷
―
龍
前
院
の
五
輪
塔
十
基 

②
１
月
18
日
（
水
）
勉
強
会 

13
時
30
分
か
ら 

場
所
未
定 

「
茅
ヶ
崎
の
弥
生
時
代
」
富
永
富
士
雄
さ
ん 

 

③
１
月
27
日
（
金
）
市
外
史
跡
め
ぐ
り 

８
時
50
分
茅
ヶ
崎
駅
改
札
前
集
合 

二
七
八
回 

相
模
の
も
の
の
ふ
た
ち
（
５
）「
岡
崎
氏
と
土
屋
氏
」（
平
塚
市
） 

④
２
月
15
日
（
水
）
勉
強
会 

13
時
30
分
か
ら 

文
化
会
館
３
Ｆ
第
一
会
議
室 

「
茅
ヶ
崎
の
寺
社
⑧
―
伊
勢
信
仰
（
一
）
」
平
野
文
明 

 

⑤
２
月
22
日
（
水
）
市
内
史
跡
め
ぐ
り 

９
時
茅
ヶ
崎
駅
改
札
前
集
合 

「
室
町
時
代 

善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
と
日
蓮
坐
像
」
今
宿
―
上
国
寺
の
日

蓮
聖
人
坐
像
・
信
隆
寺
の
日
蓮
聖
人
坐
像
・
西
久
保
―
宝
生
寺
の
善
光
寺
式

阿
弥
陀
三
尊
像 

⑥
３
月
15
日
（
水
）
勉
強
会 

13
時
30
分
か
ら 

場
所
未
定 

「
茅
ヶ
崎
の
奈
良
・
平
安
時
代
」
富
永
富
士
雄
さ
ん 

 

⑦
３
月
25
日
（
土
）
市
外
史
跡
め
ぐ
り 

８
時
50
分
茅
ヶ
崎
駅
改
札
前
集
合 

二
七
九
回 

相
模
の
も
の
の
ふ
た
ち
（
６
） 

「
和
田
氏
と
三
浦
氏
最
後
の
新
井
城
址
」
（
三
浦
市
な
ど
） 

 
 

 
 

 

問
い
合
わ
せ 

源 

邦
章 

０
８
０
―
６
７
８
４
―
３
０
８
８ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

平
野
文
明 

０
９
０
―
８
１
７
３
―
８
８
４
５ 

【
編
集
後
記
】 

 

十
二
月
十
六
日
、
こ
の
冬
一
番
と
言
わ
れ
る
冬
将
軍
が
や
っ
て
来
た
。
本
当

は
来
て
欲
し
く
な
い
も
の
の
一
つ
だ
。
家
に
籠
も
っ
て
こ
の
一
三
八
号
の
割
付

け
に
追
わ
れ
た
。
来
て
は
欲
し
く
な
か
っ
た
も
の
に
、
今
年
は
、
四
月
熊
本
と

十
月
鳥
取
の
両
県
に
来
た
地
震
が
あ
っ
た
。
ま
だ
復
旧
事
業
が
続
い
て
い
る
。

早
く
終
了
し
て
、
皆
さ
ん
に
元
の
生
活
が
戻
り
ま
す
よ
う
に
。 

 

平
成
二
十
九
年
、
今
年
こ
そ
は
、
私
た
ち
を
元
気
に
し
て
く
れ
る
も
の
が
や

っ
て
来
て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 

（
編
集
員
一
同
・
平
野
記
） 

上赤羽根太鼓保存会「上赤羽根祭囃子」 

市指定重要文化財 

柳島エンコロ節保存会「柳島エンコロ節」 

柳島大漁船上げ唄好友会「大漁船上げ唄」 

市指定重要文化財 

圓蔵祭囃子保存会「圓蔵祭囃子」 


